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11月28日(金)、１・２年生と保護者を対象に高校説明会を開催しました。実際に高校の先生た

ちからお話をうかがうことによって、具体的に自分の進路について考えることができました。３
年生は学活の授業（面接練習）を参観していただき、力強い激励の言葉やアドバイスをいただき

ました。お忙しい中、多数ご来校いただきありがとうございました。

〈真剣に高校の先生のお話を聞く１・２年生〉 〈面接は自分の人となりを知ってもらう機会〉

11月18日（火）、総合的な学習の一環として北秋雅楽会

のみなさんによる雅楽鑑賞教室を開催しました。笙（しょう）、

篳篥（ひちりき）、龍笛（りゅうてき）の３つの音色に太鼓などの打ち物、

琵琶（びわ）や箏（こと）の音が重なり合って優雅で神秘

的な世界を創り出していました。舞も披露していだたきま

した。千数百年前、平安の昔からこのような音楽を演奏し

ていた日本人の繊細さや伝統音楽の素晴らしさを感じまし

た。もりよし大学や地域の方にもご来校いだたき、共に悠

久の時を超えた音楽に触れる貴重な時間を過ごすことがで

きました。
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〈生徒感想〉
・初めて生で雅楽を聴くことができました。最初の音取りから曲の中に入り込んだ感じがしました。
1000年以上受け継がれてきた雅楽を日本人としてこれからも忘れないようにしたいと思います。

・私は、小学校の時に一度聴いたことがありましたが、今回また聴いて雅楽は美しく、迫力のあるも
のだと改めて感じました。特に、笙の音色が神秘的で「天から差し込む光」という言葉にリンクし
ていると思いました。舞も一つ一つの動きが繊細で綺麗だと感じました。日常で使っている言葉の
中に雅楽から来たものがあると知って驚きました。

・一年生の時から雅楽の笙が好きで、今日実際に使っているのを見て感動しました。昔から続く演奏
と舞を直接見ることができてとてもうれしかったです。

・音楽の授業で映像で見たより、迫力がすごかったです。それに、指揮者がいないのに、楽器の音色
が合っていたのもすごいと思いました。全員が息を合わせ、お互いの音を意識しながら演奏しなけ
ればあんなに綺麗な音の重なりの音色は生まれないと思いました。



11月20日（木）、「道徳」の授業研究会を行い 11月26日（水）、
ました。２年生が臓器提供に関わる様々な人たち 森吉地区小中連携

の思いについて話し合う活動を通して、命につい 会議を行いまし

て考えました。「命というものにはたくさんの人 た。米内沢小学校

の支えがあり、思いが込められている。」「一つ一 の先生たちにご来

つの命には限りがあるけれど、つながっていくも 校いただき、授業

のだと思った。」「今まであまり考えたことがなか 参観後連携会議を

ったけれど、命とは本当に尊いものだと思った。」 開催。子どもたち

という感想が多数ありました。２年生は、命とは のよりよい成長の

どういうものなの ために小中連携し

かという課題に、 て行う取組につい

真剣に取り組んで て話合いをもちま

いました。自分の した。

命も、周りの人た

ちの命も大切にし

て生きていく森中

生であってほしい

と思います。

の行事予定
１７日（水）代表委員会
１８日（木）生徒朝会

１日（月）３年生三者面談（～15日） １９日（金）一斉退校日（バス16:10）
４日（木）県学習状況調査（１・２年） ２５日（木）２学期終業式

実力テスト⑥（３年）
６日（土）数学検定
９日（火）アンコン・スキー激励会

１０日（水）全校レク
一斉退校日（バス16:10）

１１日（木）各種委員会 スクールカウンセラー来校日
１３日（土）アンサンブルコンテスト 18日（木）13:00～16:00

県北地区大会

冬季休業日
１２月２６日（金）～１月１３日（火）

３年生が、11月16日（日）に行われたもりよ

し文化交流会に出演し、第２の校歌「モルダウ」

と学年合唱曲「青い鳥」を披露しました。森中

伝統の歌声を聴いていただきました。

11月25日（火）、大館少年サポートセンター
の方を講師に薬物乱用防止教室を行いました。

様々なお話や画像から薬物乱用による弊害やそ

の恐ろしさを再確認しました。生徒たちは、自

分自身の大切

な人生を守る

ために、しっ

かりとした判

断が大切であ

ることを感じ

たようです。


